
②持続可能なパーム油とは
パーム油は、生産国にとって主要な経済基盤であるとともに、それに従事する生産者たちの生計を支えています。また、単位面積あたりの収穫量の
面から考えても一概にパーム油の栽培方法であり、今後もパーム油を問題なく使っていくために、持続可能なパーム油の調達が必要です。
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④RSPOとは
持続可能なパーム油の調達の必要性からスイスに本部をもつWWF（民間の環境保全団体）の呼びかけに応じて油脂企業や小売業者などが協
議を重ね、2004年に設立された「持続可能なパーム油のための円卓会議」の事で、マレーシアのクアラルンプールに本部が置かれました。
RSPOは持続可能なパーム油が標準となるよう市場を変革することをビジョンに揚げ、環境や社会に配慮したパーム油生産の認証を行っています。

⑤当社マーガリン商品のRSPO認証について
「べに花ハイプラスマーガリン」と「発酵豆乳入りマーガリン」
が取得したのは認証農園からの認証油が流通過程で他の
非認証油と混合される認証モデル（マスバランス：MB）で
す。
物理的には非認証油も含んではいますが、購入した認証農
園とその数量は保証されいます。
当社は今後もRSPO認証油の使用を推進し、持続可能な
パーム油の生産に貢献してまいります。

WWFジャパン 持続可能なパーム油の調達ベスト・プラクティス受賞

持続可能なパーム油とRSPOとは？

当社は昨年10月22日に東京で開催されたJaSPOC実行委員会主催の「持続可能なパーム油会議2018～ポストオリン
ピック、2030年のパーム油調達を見据えて～」において、持続可能なパーム油の調達ベスト・プラクティスを受賞いたし
ました。
パーム油は世界で最も使用量の多い植物油ですが、主要生産国であるインドネシアやマレーシアにおいて、原料となる
アブラヤシの農園（プランテーション）開発に伴う熱帯林破壊や、農園労働者への人権問題が指摘されています。
このような諸問題に対処し、持続可能なパーム油の調達の必要性から2004年にRSPO（持続可能な
パーム油のための円卓会議）が発足し、環境や社会に配慮したパーム油生産の認証制度が設立されま
した。その流れを受け、日本においても持続可能なパーム油の調達についての会議が年に一度開催さ
れています。
同会議においてWWF（世界自然保護基金）ジャパンより初の持続可能なパーム油の調達ベスト・プラク
ティスが発表され、当社は「ボルネオウンピョウ賞」を受賞いたしました。
当社は昨年日本初のRSPO認証マーク付き食品「べに花ハイプラスマーガリン」・「発酵豆乳入りマーガ
リン」を販売し、ホームページやカタログを通じて、積極的に持続可能なパーム油の調達の意義をお客様
へ伝えていることが評価されました。

べに花ハイプラスマーガリン
商品コード：101027
本体価格：530円
内容量：370g　入数：16
賞味期間：270日

べに花ハイプラスマーガリン
商品コード：101029
本体価格：310円
内容量：180g　入数：20
賞味期間：270日

発酵豆乳入りマーガリン
商品コード：101030
本体価格：315円
内容量：160g　入数：20
賞味期間：240日
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持続可能なパーム油とRSPOとは？

「べに花ハイプラスマーガリン」と「発酵豆乳入りマーガリン」の原材料にRSPO認定パーム油も使用しておりますが、
パーム油の現状とRSPO認定についてご説明いたします。
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Photo credit:RSPO&Jonathan Perugia

アブラヤシの実

環境問題 社会問題
①熱帯林・泥炭湿地林の消失
②農園造成の為の人為的な森林
火災（火入れ）による温室効果ガ
スの排出
③オランウータン、トラ、ゾウなど
絶滅のおそれのある野生動物・
生物多様性の減少
④プランテーション開発による土
壌・水・大気の汚染

①一方的な開発による土地をめ
ぐっての森林に依存する先住民
とのトラブル
②農園における労働者への劣悪な
労働環境および人権侵害や児童
労働

インドネシア・スマトラ島に
おける森林破壊

スマトラ島の熱帯雨林が
伐採された跡

▄ 自然林が失われた場所
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②パーム油の問題点について
インドネシアやマレーシアなどにおいて大規模なアブラヤシ農園の開発が行なわれる中、地域の環境や社会に様々な問題が発生していま

①パーム油
パーム油はアブラヤシの果実から得られる世界で最も使用量の多い植物油です。
食品だけでなく化粧品・洗剤・医薬品・バイオ燃料などにも幅広く使用されています。
パーム油は単位面積当たりの収量が非常に高く、現在世界で最も生産されている植物
油脂です。アブラヤシの生産国アブラヤシの生産国はインドネシアとマレーシアの2国で世界
のパーム油生産量の約85％を占めていますが、これらの国において諸問題が発生しています。

インドネシア・スマトラ島においては約３０年で５６％の森林破壊されています。


